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WINE Plusの導入と関連サービスの改訂
2017年9月5日に、図書館ではディスカバリーサービス
「WINE Plus」を公開した。ディスカバリーサービスと
は図書館や各種の商用データベース等から収集されたメ
タデータを含む学術コンテンツを対象とする検索サービ
スで、多くの大学図書館ですでに導入・提供されてきて
いるものである。
 1  公開まで 
システム選定：以下の2点から、プロクエスト社が提供す
るSummonを導入することに決定した。
・ 本学で利用できる電子ジャーナル情報の提供サイト「電
子ジャーナルポータル」のために従来から管理してきた
電子ジャーナルの情報を、そのままKB※として利用で
きること
・ 国内の多くの大学図書館ですでに導入されており、日
本語コンテンツのデータが豊富に提供されていること
名称決定：図書館蔵書検索システムである「WINE」が名
称としても利用者に広く親しまれていることを前提に、
WINEにはない、雑誌論文・記事の論文名や論文本文情
報、図書の目次情報の検索ができるなどの機能がプラス
されたものであると位置づけ、「WINE Plus」と決定した。
公開までの流れ：6月上旬に2度にわたり図書館員向けの
説明会を開催し、概要を紹介し登録データベース等の説
明を行うとともに、検索方法のデモを行った。また実際
に利用してのシステム検証を図書館員に依頼し、寄せら
れた問題点や課題に基づいて各種設定等の改訂・調整な
ど、利用者公開に向けての整備を行った。
6月19日には「学術情報検索」に一つのデータベースと
して登録し、ベータ版として学内向けに公開した。
その後さらにシステムの調整を行い、9月5日に利用者
向けに本公開した。図書館ホームページ「資料の検索」や、
WINEのトップ画面からのリンクを追加したほか、「学
術情報検索」トップ画面からは、中央上部にWINE Plus
への検索窓を追加した。
 2  関連サービスの改訂 
本ディスカバリーサービスの導入に伴って、本学で利
用できる電子ブックについても、KBに登録して利用者
に情報を提供することが可能となった。このことから、
以下のサービス改訂を行った。
2017年8月　本学で利用できる電子ジャーナルの検索サ
イトとして従来から公開していた「電子ジャーナルポー
タル」に電子ブックの検索・ナビゲーション機能を追加
し、「早稲田大学電子ジャーナル・電子ブックリスト」と
名称を変更して公開した。
2018年2月　WINEには従来電子ジャーナルの情報も登
録していたが、WINE Plus導入に伴い、WINEに登録さ
れる電子ジャーナル情報の更新契約を終了していた。こ
のことから、WINE上から電子ジャーナル情報を取り下
げ、電子ジャーナルについては「早稲田大学電子ジャー
ナル・電子ブックリスト」から検索・利用するよう利用案
内を行うこととした。
2018年3月　上述したように、電子ブックについても
WINE Plus、また電子ジャーナル・電子ブックリストか
ら検索・利用できるようになったため、2017年度末をもっ
てWINEへの電子ブックの登録を終了することとした。
なお、これまでに登録された電子ブックについては、引
き続きWINEからの検索・利用が可能である。 
 3  今後の課題 
WINE PlusではWINEに登録した冊子体等の所蔵資料
の情報も検索できるが、登録にタイムラグがあるため、
冊子体の最新情報も確認したい場合はWINEでの検索も
必要である。2019年に導入予定の新システムではタイム
ラグは解消される見込みであるが、現時点では、こうし
た性質を把握して利用していただく必要がある。
また「学術情報検索」、「電子ジャーナル・電子ブックリ
スト」、そして「WINE Plus」と、図書館が提供する電子
資料へのナビゲーションサイトが複数あるため、適切な
情報提供と利用案内を心がけたい。
※KB:…Knowledge…Baseの略称。世界中の出版社や情報
システムベンダーなどから電子リソースのタイトルや
URLなど簡易なメタデータを網羅的に収集し、最新の状
態で保持しているデータベースのこと。
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